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奈良文化財研究所

　特別史跡平城宮跡のかたわらに所在する奈良
文化財研究所（通称：奈文研）は、国立博物館、東
京文化財研究所とともに独立行政法人国立文化
財機構を構成する、日本を代表する文化財関連の
調査研究機関です。
　昭和27年に設立された奈良国立文化財研究所
を前身とし、「文化財行政に資する研究をおこなう」
をモットーに、奈良県下の恵まれた歴史的環境に包
まれながら、考古学、保存科学や年輪年代学などの
考古科学、建造物、文化的景観、計測修景など、不
動産文化財を中心とする文化財を対象とした最先
端の調査と研究をおこなっています。

文化財担当者研修

　昭和41年から文化財保護委員会（現・文化庁）と共催
していた発掘調査研修がはじまりです。昭和49年からは
奈文研に設置された埋蔵文化財センターが引き継いで開
催してきました。現在は、奈文研の研究分野の広がりと、行
政が対応すべき文化財の多様化にともなって、埋蔵文化
財ばかりでなく、古文書、災害痕跡、文化的景観などの研
修もおこなう「文化財担当者研修」として実施しています。
昭和49年から、平成27年までの累計受講者数は9146
人。昨年度の受講者は１７１人で、99％の方々から、「有意
義だった」、「役に立った」との御回答を受けています。
　この研修は、文化庁とも連携しながら、全国の地方公共
団体の文化財担当職員を受け入れ、最先端の研究にもと
づく講義と実習を通じて受講者のスキルアップを図り、各地
の文化財行政の足腰を強め、その一層の向上と充実につ
なげることを企図しています。また、開講課程や内容は随時
変更し、その時々に各地の地方公共団体が抱える課題に
対応させています。講師は、奈文研の研究職員のほか、各
分野での第一人者、時には文化庁文化財調査官が務めま
す。
　研修後のアフターケアも万全で、課題や疑問に対して
は、研修担当者・担当室が親身に対応いたします。また、同
じ研修を受講したことをきっかけに、奈文研や同様の課題
を抱える全国の担当職員との間にネットワークが生まれ、こ
れを通じて、問題意識が共有され、課題の解消のヒントやア
ドバイス、ノウハウを得られることもしばしば。これも研修受講
のメリットの1つです。

課程紹介
地質考古調査課程(８月29日～９月２日)/地質・年代調査課程(９月26日～30日)

地質とは？　私たちが依って立つ大地は、地層や岩石、土壌な
どから成り立っています。両課程名にある「地質」とは、これらを
全てまとめた呼び名です。埋蔵文化財担当者が調査対象とす
る遺跡や遺構、さらに遺物は、実は地質の一部を構成するもの
であり、極めて詳細な情報からなる、時・空間的に限定されたレ
ンズ状層といえます。このため、地質から得られた情報は、当時
の地形や環境、生態系や景観、年代を捉えるための手掛かりと
なり、人間活動を解釈する重要な根拠となります。したがって、
調査地やその周囲の地質からどのような情報を引き出せるか
が、遺跡、遺構、遺物の性格や状態、それらの年代を捉える上
で重要なポイントとなります。
両課程の内容・目的　「地質考古調査課程」では、地質に対
する概念や見方、さらに試料の採取・解析法など地質情報の引
き出し方を学び、埋蔵文化財の調査や保護に必要な地層、土
壌、土層などに関する知識や技術の基礎を改めて整理、習得
することを目指します。座学・現場見学・ディスカッションを織り交
ぜて、基礎概論から先端成果まで、今後の調査の発展に役立
つエッセンスを詰め込んだ研修課程です。一方、「地質・年代調
査課程」は、発掘調査で「年代」を取り扱う際の「地質」の重要
性から地質考古調査課程の内容を基礎としつつ、地質観察や
年代試料の取り扱いなどの実習を盛り込み、現場に即した実践
的なものの習得を目的とします。
　両課程とも、様 な々要素を講義に盛り込んだ密度の濃いもの
です。最終的に、文系出身の文化財担当者が発掘調査や年代
測定を進める際に、いかに地質を生かすかの手掛かりとなる研
修を目指します。また、両課程あわせての受講がより効果的で
す。

「講義で学んだ知識をすぐに実習で体得できる
カリキュラムでしたので非常に有意義でした。」

「我流であったり、先輩からの教えをそのまま無
批判に継承していたりする写真技術にについ
て、その技術を現物に即して教えていただける
研修内容で、目の覚めるような思いがした。」

「今回、２週間学んだ成果を少しでも館に持ち
帰り、日頃の業務に役立てていきたいです。」

受講生の声
平成27年度文化財写真課程のみなさん
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